
震災時避難場所ごとに、地域・
学校・行政からなる「地域防
災拠点運営委員会」が設置

　全国に先駆けて作成されたハザードマップには、「災害危険マップ」「危険回避マップ」

及び「応急対策マップ」の3種類があります。これらは、『わいわい防災マップ』と名付けら

れ、地域の人々の防災意識の向上や、被害軽減への行動に役立てるためのもの。

　市のホームページ（防災情報）で誰でも見ることができ、印刷してオリジナルの防災マッ

プも作れます。街歩きをしながら危険情報を書き込むなど、使い方が工夫されています。

　「マップ」は、地震による震度を50ｍメッシュごとに予想し地図上に示されています。

液状化のしやすさを表した「液状化マップ」も公表されています。

いざという時に備える 危機管理マニュアルいざという時に備える 危機管理マニュアル

※横浜市が発行している「『減災行動』のススメ」、及び『いざというときに備えて』を参考に編集しました。

□ リュックサック
　食料関係
□ 水缶
□ 乾パンやクラッカー、
　 レトルト食品や缶詰
□ 粉ミルクとほ乳びん
□ ナイフ、缶きり
□ 鍋や水筒
□ 救急・安全
　救急医薬品
□ 常備薬の予備
□ 予備のメガネ
□ 防災ずきんや帽子

□ 底の厚い靴（枕元に準備）
□ ホイッスル
　貴重品
□ 現金（小銭も必要）
□ 預金通帳や有価証券の写し、
 　認印
□ 健康保険証の写し
□ 連絡カードや
　 身分を証明するもの
　衣類等
□ 下着
□ 雨具
□ タオル

■ 非常持出品チェックリスト
　日用品
□ 携帯ラジオ
□ 懐中電灯、予備の電池
□ 軍手、ロープ
□ マッチやライター
□ 使い捨てカイロ
□ 生理用品
□ 紙オムツ
□ ティッシュ・ウェットティッシュ
□ 包装用ラップ
□ 筆記用具
□ 厚手のゴミ袋

■ 横浜市には『地震ハザードマップ』があります！

■ 大地震発生！ その時どうする？

地震発生！

自宅建物が火災や
倒壊の危険がない
とき

自宅に戻れない時は

大火災が発生したら

大火災が

■ 水の確保
◎災害用地下給水タンク
 ・新鮮な水道水が流れている  ・地下式貯水槽を整備
◎緊急給水栓
 ・消火栓に臨時の給水装置を取り付けて給水する施設

■ けがをしたときは
◎地域医療救護拠点を学校施設に設置
◎応急医療に必要な医薬品等を備蓄

◎災害応急用井戸協力の家
 ・災害時に生活用水として、提供いただ
　ける井戸を災害応急用井戸として指定

家にとどまる

大地震が発生の後、近くの学校、
公園、広場など安全な場所に避難

その後、近所の空き地・公園へ 火災が多発し延焼拡大した
場合、一時的に避難

生活・安否確認情報

広域避難場所

自宅に戻れない市民が避難
生活を送る場（地域防災拠点）

◎地域の力で避難場所運営
横浜市では、救助用資機材な
どを分散して備蓄

◎備蓄庫があります

震災時避難場所
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ら


